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<史料紹介>

三菱美唄横業所の労務統計

(1925年9月)

小路行彦

ここで紹介する史料は， I美唄労務係」か「美

唄蹟業所」とのみ記された労務統計(大正14年

9月・ 10月)の主要部分である。これを三菱美唄

積業所のものと判断したのは以下の理由によ

る。第ーには従業員規模である。美唄には大正

14年には， 3， 500人を擁する炭鉱は三菱の他に

なかったからである。第二に決定的なのは，

「表17引去金調」中に「親和会費Jの項目があ

ることである。「親和会」 とは大正7・8年に

三菱高島・美唄の積業所に創設された「労使協

調，意思疎通の機関JI)である。ちなみに，三井

の炭鉱においても大正8年に同種の「親和会」

が創設されているが，美唄における三井の創業

は昭和3年に入ってからである。

史料は調査項目がタイプ印刷されてある

定型 (45.5c. x 34c.)の各用紙に，労務担当者が

ベンで各月の数字を記入したもので， この点か

ら労務統計の第一次資料であることがわかる。

9月分は11枚騒りで各頁に山野の印が押されて

ある。 10月分では大森の印にかわり， 9枚麟り

で一部の統計が欠けている。

はじめに三菱美唄膿業所について簡単に説明

しておきたし、。同蹟業所は大正4年の創業で，

三菱の北海道進出の中では実質的に最も早く，

規模においても最大である。また，道内全体で

も北炭(北海道炭擁汽船株式会社〉夕張に次ぐ大破

1)三菱鉱業セメント株式会社『三菱鉱業社史11(1976 
年)305頁。

業所であった2)。更に，三菱鉱業に占める同積

業所の地位においても同様である。大正14年時

においては，鉱員数で第5位，出炭量において

第1位であるの。 この数値は美唄蹟業所が経営

効率の良い炭鉱として，三菱有数の坑山であっ

たことを示している。

そこで史料の問題状況について 3つの点から

検討して，紹介の責を果したいと思う。ひとつ

は道内炭鉱の労務統計の解明状況である。この

面ではなんといっても，北海道立労働科学研究

所の編集になる『北海道炭蹟統計資料集成E労

働編jJ(1950年)があげられる。同資料は今日ま

で道内炭鉱の最も詳細な統計数値を収集してお

り，基本的な資料としての役割を果してきてい

る。同資料は労働者数，移動状況，労働時間，

就業状況，出炭能率，労働賃金，生計費，住宅

事情，労働災害，労働運動の多項目にわたって

統計数値を集めたもので，網羅的である。しか

し収録時期は， 主に昭和期(特に昭和 4~15年，

戦後期)のそれをカバーしているのみで，明治・

大正期の統計は限られている。また数ある統計

の中で炭鉱別(戦後期は除いて)に記載されてあ

るのは I労働者数調J(昭和 4~13伝 18年)，

「出炭能率調J(明治43，44年，昭和18，19年)， I災

害死傷者調Jl(昭和元~20年)に過ぎず， 明治・

大正期を中心として戦前期の労務統計は未解明

2)大正14年度の人員は，美唄， 2991人，芦別，706人，
大夕張， 652人，出炭量では，美唄， 762330トン，
芦別， 177776トン，大夕張， 80050トン (同上書，
資料編61頁〉。 また昭和2年の統計であるが， 北
炭夕張(鉱夫数， 4560人。出炭量， 908557トン)，
三菱美唄(鉱夫数， 3427ん出炭量， 901400トン〕
で，三菱美唄は道内第2位の地位にあった(北海
道開拓記念館『北海道における炭鉱の発展と労働
者Jl1978伝必~47頁参照〕。

3)前掲『三菱鉱業社史』資料編61頁参照。
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といえようり。

もちろん北炭については『五十年史第一次稿

本』従業員編5)があり，詳細な労務統計を提供

していることは忘れられない。また三井砂川に

ついては『砂川鉱業所沿革史稿本』並びに「砂

川鉱業所所蔵鉱夫カード」が研究者の利用に付

されており，これらに依拠した小滝聴「北海道

における石炭鉱業の発展と労働者一一三井砂川

鉱の戦前の労働事情一一J(桑原真人編『北海道の

研究 6~ 近・現代篇 n. 所収，清和堂. 1983年)は，

労働者の移動調等の労務統計の発掘・整理にお

いて重要な貢献をしている。

炭鉱の朝鮮人労働者については部分的に様々

な諸史料があるが，これを活用した桑原真人

『近代北海道史研究序説j)(北海道大学図書刊行

会.1982年)中の「北海道開拓と朝鮮人労働者」

の章が北炭を中心とした資料の整理と分析にな

っている。

このようにみてきても，道内炭鉱の史料とそ

の研究は北炭が中心で，三菱を素材にしたもの

は皆無といってよく，史料の発掘・整理がまた

れる所以である。

ふたつにはこの状況は全国レベルでも同様6)

で，一つの問題を残していると思われることに

ある。まず部分的にではあるが，当史料に関係

する時期の三菱鉱業の労務分析を含むものに

は，西成田豊「労働力構成と労資関係J(一九二

0年代史研究会『一九二0年代の日本資本主義』所

収，東京大学出版会.1983年)と荻野喜弘「第1次

大戦前後における筑豊炭鉱業の労資関係(l)J

4)なお同「資料集成」に他の史料を加えて個別炭鉱
の資料を作成した研究論文もあるが紹介を省く。
5)北海道炭讃汽船株式会社資料課『蛍社創立五十年
史』第九編従業員(第一次稿本)を指している。
従業員編には，第一部社員，第二部労務者(上・
中・下)がある。

6) 田中直樹『近代日本炭礎労働史研究~ (草風館，
1985年〕は，炭鉱研究は「時期別では明治期とりわ
け産業資本確立期，地域別では九州、!と北海道， 研
究分野別では労資関係論，労務管理史， 個別炭援
では三井三池とそれぞれ研究が集中しているJ(16 
頁)と総評している。三菱鉱山の分析は九州地区
の研究でも部分的におこなわれる程度である。

(W経済学研究~ c九州大学〕第49巻第4・5・6合併
号.1984年3月)がある。荻野論文は三菱総田・

新入を含めた，筑豊炭鉱業の「労資関係」に労働

移動，出身地，前職業，勤続年数，家族居住状

況年齢分布状況，学業程度，賃金，採炭夫稼

動状況，就業歩合，採炭能率，坑夫強制貯金等

の労務統計からアプローチしたものである。こ

こでの関連では. 1920年において「三菱のよう

に学業程度を重視したとみられる炭鉱でも尋常

小学校中退以下が半数程度をしめたJ(292頁)

との指摘が参考になる(本史料では4割と学業程度

はさらに向上している)。西成田論文は炭坑の労働

力構成と賃金(日収)の変動の分析を含み，三

菱に関係しては「三池系の炭坑は技術的合理化

を基礎とする独占的な高利潤によって相対的に

高い賃金を実現しているのに対し，三菱系の炭

坑は同じ技術的合理化を基礎とする朝鮮人鉱夫

(低賃金労働力)の採用によって賃金は相対的

に低水準にあるJ (189~191頁) との分析が注目

される。

以上によっても三菱の労務政策の特質を垣間

みることはできるが，やはり本格的な研究が必

要といえよう 7)。 このことは特に三井，三菱，

北炭の3大石炭企業が，三井の「福祉施設的労

務管理J. 三菱の「警察的労務管理J. 北炭の

「精神修養型労務管理」といわれるめ程に対照

7)三菱の重工業を対象とした研究では逆に最も層が
厚い。まず，兵藤剣『日本における労資関係の展
開~ (東京大学出版会.1971年)と池田信『日本機
械工組合成立史論~ (日本評論社. 1970年)があ
り，これらの研究を検討して個別経堂(三菱，川
崎，石川島) の労務管理施策の質的差異に注意を
促した中西洋「日本における労資関係発達史の研
究状況J (W経済学論集~ c東京大学〕第37巻第4
号.1972年1月，のち同著『日本における 「社会
政策」・「労働問題」研究』所収。 東京大学出版
会.1979年〉とこの点を実証的に研究した同稿「第
一次大戦前後の労資関係一一三菱神戸造船所の争
議史を中心として一一J (~I高谷三喜男編著『日本
労資関係史論』所収，東京大学出版会. 1977年)

が参照される必要がある。
8H<連載〉現代史を創る人びと⑪戦前の労務管理前
回一J(Wエコノミスト~ 1970年6月30日号， 毎日
新聞社)参照。三菱の「警察的労務管理」につい
ては1"三菱はどちらかというと， 非常に規則と
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的な労務管理を採用していたことを考えると一

層である。労務管理と相互規定関係にある「労

資関係」の全体像があるとすれば， この全体像

の解明にとって三菱の研究は一つの重要な柱と

ならなければならない。そこで、この期の研究9)

が「労使協議機関」・「会社組合」に関心を向け

ていることに関連して次の問題を指摘しておき

たい。すなわち，労働者のコレグティヴイズム

(ここでは友子組合)と労務政策の関連について

である。三井砂川では労使の協調機関である

「親和会」が創設されているが，これは「三井

炭鉱共済会j，r上砂川尋常小学校後援会j，r衛
生火防組合」に加えて「友子組合」まで包摂し

たものであった。三井の労務政策は「友子の強

固の団結を，労働争議の方向に進めるのではな

く，友子の団結を労資協調の方向に進めようと

したjJのもので，それは労働者のコレクティヴ

イズムとの協調形態であったといえる。これに

対して三菱美唄においては「親和会」の創設に

か監督とかいうものが厳重なんです。 もうカチッ

と活字の糖書で固めたようないき方。そこで規則
にはずれたことをすればピシャリとやられる」

(139頁) と説明している。それ故 r警察的労務
管理」というよりは「経営官僚的労務管理」 と表
現する方がその内容に近いが， この性格は中西前

掲論文での分析と類似性をもっていることに留意
が必要であろう。なお前田氏は三井については

「物欲的労務管理」とも表現している (北炭『七

十年史~ 1958年， 156頁〕。

9)以上のように特長づけられた各社の労務管理の確

立期である第一次大戦後から昭和初期の「労資関
係」を扱ったもので研究動向を示しているものと

しては，佐口和郎「第一次大戦後の労資関係の展

開(上) (下)一一三井三池共愛組合の形成と再
編に即して一一J(11 日本労働協会雑誌~ 287， 288 
号， 1983年2月 3月)と市原博「第一次大戦後
の北炭の労働運動対策J(11経営史学』第四巻第2
号， 1984年)があげられよう。

10) 上砂川町『上砂川町史~ (1959年) 167~171頁。
「親和会」と「友子組合」の関係についてはさら

に「親和会の機関紙「すなJIIJ(すながわ紙開〉に
よると， 友子の取立式と奉願帳の作成承認につい

ては， 親和会代議員会の承認をうけることになっ
ているが，友子の取立式についても， 奉願帳の作

成承認についても，昭和十一年までで， そのあと

はみえないJ(168頁)とある。

よって「友子組合」の自然消滅を策しており11L
労務政策は労働者のコレクティヴイズムに対し

て対抗的であったといえるのである問。大戦後

の労務政策の中心であった「労使協調機関」の

設置といっても以上のような性格・内的構造の

相違に注意する必要がある。

最後に本史料の中で特に注目すべきものに簡

単に言及して史料意義の検討としたし、。第ーは

朝鮮人労働者に関するものである。朝鮮人の資

料は「表3鉱夫原籍調jr表7鉱夫宗教調j に
より職別構成が， r表11採炭夫入坑方数調」に
より一ヶ月の入坑方数が， r表13坑夫負傷調」
により負傷数とその比率が， r表20職別移動率
調jにより退籍数と一ヶ月移動率が与えられて

いる。よく指摘されることではあるが職別構成

では大部分が採炭夫であること，単身・有配別

では単身の者がほとんどであること，これらが

具体的な数値で与えられている。入坑方数の分

布では， 日本人に比して 8方以下で極めて高い

比率を， 26方以上において逆に極めて低い比率

になってはいるものの，その聞の入坑方数の分

布推移においては日本人と同様の比率を示して

いることがわかる。朝鮮人労働者の負傷率が全

鉱夫の比率に対して倍以上になっている事実

は，彼らがし、かなる労働条件のもとに働いてい

たかを間接的に示している。また移動率でも倍

11)三菱鏡業所労務部「友子園体調査ニ係ノレ件J(昭
和12年)同史料は，左合藤三郎編『鍍業資料集・

第一集友子園炉調査報告~ (1984年〉として覆刻。
美唄援業所は本j苫労務部の問い合わせに対して，

「友子園体ハ相瞥弊害ヲ誘致シ， 労務統制上支障
ヲ生ジ面白カラザルヲ以テ， 嘗所ハoiニ其ノ類勢
ヲ圃リ，親和会(協和会ノ前身)創立 健康保険
法施行等ニヨリ相曽有利転換ノ便トナシ自然消滅
ヲ策シタノレ結果， 現在僅ェ其ノ名ヲト父ムノレユ不

過J(覆刻版， 29頁)と答えている。
12)また北炭においては，友子「組合に加入せる鎮夫
の通有性として正義の観念強く， 又仁義温情の厚

きものありしかば， 当初も亦労資関係の円満なる

発達を図る一策として寧ろ本組合の事業を助成し
たる時代もあり， 又組合の存続には何等の干渉を

加ふることなくして現在に及べりJi(北炭『五十
年史第一次稿本』従業員編第二部中巻， 241頁)

と報告されてある。
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以上である。この事実は北炭夕張における朝鮮

人労働者の勤続年数(大正13年時)を分析して，

「北海道での朝鮮人労働者の移動性の激しさ」

を指摘した桑原真人，前掲書 (244頁)に照応し

ている。

第二は鉱夫の賃金格差についてである。賃金

は出来高払制であるから，採炭条件と技怖と働

きに応じて歴然として格差が出る。「表16鉱夫

収入調Jによると，採炭夫においても 5円以下

の者が206人， 80円以上の者が 100円以上1人

を含めて98人と，単純に考えて未熟練者と熟練

者の賃金格差は相当に大きいことがわかる。鉱

夫の収入にこれ程の格差がある場合，そしてこ

れが先にみたように移動率の激しい部分(朝鮮

人労働者)や中途退籍者を多く含んでいること

によって生じている場合には，賃金は平均収入

では構造的に低くあらわれる。実際， I鉱夫収

入調」の「一人当一ヶ月平均所得」は中途入退

籍も含めた平均を出しており，これにより平均

所得を引き下げていることがわかる。それ故，

「労賃関係」の分析に賃金を素材にするものが

多いが，平均収入の比較をする際にもこうした

賃金構造に留意するのでなければその成果は実

り少ないものとなろう。

第三は「退籍原因分析表」についてである。

まず退籍原因の筆頭にあげられるのは「他行不

帰行逃走」で全体の過半数(約54%)に達してい

る。「家事上ノ都合」が29%で， この 2つの理

由で83%を占める。これらの退籍者は勤続年数

1ヶ月未満の者が約49%， 1年未満とすると81

Zになり非常に短い期間で「退籍」しているこ

とがわかる。この現象は9月だけではなく10月

においてもより顕著なものであった〔表19参照〕。

そこで以上の特長がこの時期の鉱山一般に，ま

た限定して道内の鉱山一般に共通の現象であっ

たか否かが問題になる。本史料と比較になる程

に退籍原因を紹介しているのは管見の限り小滝

官，前掲論文であろう。同論文には三井砂川

(大正12年度の鉱夫数 1282人)の大正12年と昭和

6年の退籍原因を分析した一節があり，大正12

年のものが本史料との比較対象になりうる (大

正12年から15年の聞は， 石炭産業が小康状態を保ち同

様の経済環境にあった〉。これによれば三井砂川で

は本人の意思に基づく「転職・転地・帰農」が

52%もあり，逆に「逃走J，I無断退山・行方不

明」は， 15%を占めるに過ぎない(この数値は1

年間の平均)13)0 2つの比較だけからは三菱美

唄，三井砂川のどちらが特殊的であるのか判断

できないが， どちらにせよこの比較によって両

鉱山においては，労務管理とそれに帰結してい

く鉱山の存立構造そのものが大きく異なってい

ることがわかる 14)。

以上によって三菱鉱業研究，特に美唄積業所

の研究意義と本史料価値については不十分なが

ら触れられたかと思う。おわりに公になってい

る三菱美唄の経営労務に関係する史料記録を列

挙しておきたい。まず『三菱社史H東京大学出版
会)の大正15年版までに， 事業所別の「役職員

職工鉱夫其他雇員数並周年中給料賃金支給高」

が，また『三菱鉱業社史』に，大まかな労務政

策の記述と「社内炭砿人員・能率推移」があ

る。美唄蹟業所は所史を企画しながらも発刊す

ることなく閉山しており，そのために準備され

13)小滝論文ではこの事実を次のように分析してい
る。「さらにこの期の特徴として見逃せないこと
は， r逃走Jr無断退山Jr行方不明」とし、った理由
による移動が全体の11.8%に達していることであ
る。道内多くの炭鉱で見られた「着山金J= r逃
走」といった「悪癖」 のために砂川鉱でも着山金
制度は大正十一年(一九二二) をもって「廃止」
されている。いずれにしてもこうした鉱夫の「自
発的」移動と「逃走」が春季に多く， これこそが
当時の労務管理上最重要課題であったことは言う
までもない。J (319~322頁) これに則れば， r逃
走」 による退籍はどこでも多いなかで三菱美唄は
とりわけ多かったことになるが， 両者の差には質
的なものがある。なお， 三菱美唄において着山金
制度が存続していたかどうかは確認できなかっ
た。
14)北炭(大正14年度)においては，解傭数， 5528人
の内訳は解雇， 803人，廃業， 3210人，逃走，
1374人，死亡 14人で逃走の比率は約25%であっ
た(北炭『五十年史第一次稿本』従業員編第二部
中巻， r労務者雇傭及解傭数調」による)。 この年
度の比較では北炭は両者の中間というよりは三井
砂川に近いといえよう。



1987. 3 三菱美唄磁業所の労務統計 (1925年9月) 小路 99 (555) 

た諸史料の所在は不明である 15)0 I便覧」に該

当するものでは，大正7年版が見出されている

(三菱鏡業株式会社 『美唄炭坑概要11，美唄市立図書

館所蔵〉。これにより生産設備をはじめとした

鉱山の，大正7年時の経営状態がわかる。従業

員については，人口及戸数，坑所建物，従業員

数，鉱夫賃金，鉱夫募集方法(募集地別入山前ノ

業務別鉱夫員数，募集方法，精算方法)，鉱夫奨励方

法，鉱夫賃金支払方法，鉱夫飯場ニ要スル費用

の項目にわたって説明がある。三菱合資会社資

料課「社内労働者ニ関スル規則集(工場・鉱山・

炭坑)J (大正11年， 東京大学経済学部所蔵)には，

雇傭労役規則，鉱夫扶助規則，親和会会則，親

和会共済規則，鉱夫貯金規則，炭坑鉱夫勤労賞

与規定等の規則が収められている。労働組合の

手になる『炭鉱に生きる一一炭鉱労働者の生活

史一一~ (岩波新書， 1960年， 原記録は三菱美唄炭鉱

15)大沼輝光氏からの聞き取りによる。三菱鉱業セメ
ント株式会社等への追跡調査はしていない。

労働組合文学会『炭鉱の生活史資料集』第 1~6 集，

1954~58年)は，飯場制度，友子制度，労働者の

生活・住宅等を古老の聞き取りを交じえて記録

した貴重なものである。これが三菱美唄の唯一

のまとまった歴史記録といえよう 1630

さて史料は 9月と10月の 2ヶ月分である

が，両月に大きな相違はないので紹介は9月分

に止めた。ただし， I退籍原因分析表」は既に

述べたように収録してある。なお史料のlうち，

膨大な「坑外鉱夫負傷原因調」は削除し， I坑

夫負傷原因調」は負傷数だけの「坑夫負傷調」

に整理して収録した17)。

〔付記〕本史料はサッポロ堂書庖の庖主石原誠氏の好

意により入手で、きたもので， この場をかりで

石原氏の史料集収への熱意と努力に謝意を表

したし、。

16)その他，三菱美唄炭獲労働組合『組合史(第一
巻)11(1951年)があるが， 戦前の記録については

特記すべきものがない。 また西成田前掲論文に

は，三菱合資会社『月報11(1924・25年)， 三菱鉱
業株式会社『月報11(1928年)， 11.三菱鉱業株式会

社労務統計11(1932年)が，荻野前掲論文には，三

菱鉱業株式会社総務課『鉱夫主任会議録11 (大正
8年3月)が利用されてあるが， ともに参照でき
なかった。

17)統計表全体にわたる注意は以下のとおりである。
1.各表の右肩の番号は史料の頁数である。 同一頁
数は同じ用紙に記載されてあることを示してい
る。 なお紙幅の都合で1順序を入れかえたものも
ある。
2.各頁の両肩には日付と美唄労務係または美唄讃
業所と記されているが， 日付のみ同頁にある最
初の表に付した。

3.統計数値の単位は何も記されていないが， 人員
数は〔人]，金額は〔円〕と理解できる。

4.統計表では旧字を使用していたが， 新字体に改
めた。 この点は固有名詞を除いてこれまでの本
文でも同様である。
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1987. 3 三菱美唄磁業所の労務統計(1925年 9月〉 小路 103 (559) 

表 4 鉱夫募集地調 2 

γ¥か~ト¥ロ戸川別北海秋青岩宮福茨新 I山福広樺山其 I志 十

職~~道回森手城島城潟|形岡島太口他!願

坑男 701 41 161 11 11 21 21 31 11 11 31 11 2551 360 
日役夫 ! 
女 1

夫男 9231 601 371 171 18! 4! 4 州 61 681 191 631 141 1101 6531 2， 006 
計女 11 401 41 

計 924601 37171 181 4: 41 101 61 681 191 631 141 1101 6931 2，047 

梓取夫|男 791 11 11 21 21 11 1 21 1 1771 265 

運転工|男 171 51 21 11 1761 201 

工作夫|男 ~ ~ ] ~I D 
男 961 61 31 51 11 41 1 341 3121 461 

雑夫
女~ ~ ~ 

男 111 11 11 21 31 71 701 95 
選炭夫

女 651 65 

男 1，1691 701 451 211 251 9! 41 101 71 721 211 671 14! 15311，6491 3，336 

合計女 31 194! 197 

計 1，1721701 451 211 251 91 41 1071 721 211 671 141 1531 1， 8431 3， 533 

千分率|叫加1 131 61 71 31 11 31 21 利 61 191 41 431叫川O

助手

世話方



104 (560) 経済学研究 36-4 

表 5 鉱夫前職業調 2 

iifu 前職
農業 漁業 商業 職工 人夫 大工 其他 不明 計

ナキモノ

881 190 64 17 35 421 8 14 1 15 1，646 

坑
男 58 47 15 2 21 177 4 9 26 1 360 

日役夫
女 22 1 1 1 2 9 5 41 

夫 男 939 237 79 19 56 598 12 23 16 2，006 

計 女 22 1 1 1 2 9 5 41 

961 238 80 20 56 600 12 23 36 21 2，047 

梓取夫|男 118 66 3 10 18 19 10 3 14 4 265 

98 3 3 2 69 3 4 18 1 201 

119 25 14 82 7 2 14 41 4 308 

176 91 8 9 37 40 7 35 48 10 461 

45 7 1 1 6 28 3 91 

男 42 17 4 1 3 4 12 9 3 95 
選炭夫

女 50 7 1 1 6 65 

男 1，492 439 97 55 265 671 35 87 157 38 3，336 

合計 女 117 15 1 2 4 7 43 8 197 

計 1， 609 454 98 57 265 675 35 94 200 46 3，533 

千分率 I45Uど_~~1_~_~~I 10 I 27 I 貯 I13 I 1，000 
助手

世話方

117 

3 



1987. 3 三菱美唄積業所の労務統計(1925年9月〕 小路 105 (561) 

表 6 鉱夫教育調

大正14年9月30日現在 3 

日!!尋常小学尋常小学 高等小学 高等小学 中等学校 中等学校専門学校専門学校
無就学中

無就学 合計
姓名ヲ自

中途退学卒業中途退学卒業中途退学卒業中途退学卒業
署シ得ザ
ノレ者

396 444 433 172 180 19 1 1 1， 646 88 

坑
男 47 98 106 49 52 5 2 1 360 38 

日役夫
女 17 13 8 2 1 41 13 

夫 男 443 542 539 221 232 24 3 2 2，006 126 

言十 女 17 13 8 2 1 41 13 

計 460 555 547 223 232 25 3 2 2，047 139 

33 61 104 16 36 7 8 265 10 

9 4 73 18 79 16 2 201 1 

工作夫|男 12 55 94 44 100 1 2 308 

70 89 122 40 104 26 10 461 23 

10 16 42 23 91 2 

男 15 33 16 8 23 95 3 
選炭夫

女 20 27 15 3 65 12 

男 582 784 948 347 574 74 25 2 3，336 163 

合計 女 47 56 65 5 23 1 197 27 

昔「 629 840 1，013 352 597 75 25 2 3，533 190 

千分率 I 178 I 238 I 287 I 100 I 169 I 21 I d
笹
田

huhu 
nu 
n
U
 

噌

E
A

助 手

世話方

注:表5までの「樟取夫」の欄は表6，7では「棒取」となっている。



106.(562) 

日!禅宗真宗 日蓮宗
410 245 66 

坑
男 93 87 14 

日役夫
女 18 11 

夫 男 503 332 80 

計 女 18 11 

言十 521 343 80 

持取l男 91 56 
運転工!男 71 52 

118 87 15 

18 

5 

男 2 
選炭夫

女

男 921 671 129 

合計 女 81 60 7 

計1，002 731 136 

経済学研究

表 7 鉱 夫 -=-刀、t 教

浄土宗 真言宗 一向宗 夫ムl口申市 時宗

33 7.2 13 6 1 

15 

1 

48 86 13 6 1 

l 1 

48 87 13 7 1 

13 5 

7 2 1 2 

3 13 2 

15 12 2 3 2 

1 4 

5 

1 

89 18 9 5 

1 1 

90 129 18 10 5 

36-4 

調 3 

不明又
天理教神徒耶蘇教朝鮮 ，、 合計

無宗教

20 2 412 366 1，646 

2 10 2 2 121 360 

2 8 41 

2 30 4 414 487 2，006 

2 8 41 

2 32 4 414 495 2，047 

1 6 2 80 265 

2 1 60 201 

1 3 66 308 

5 7 2 28 141 461 

2 15 91 

1 3 1 95 

1 1 65 

9 49 12 443 858 雪，336

5 1 35 197 

9 54 13 443 893 3，533 

千分率|叫ふ1 381 2~ 判 51 31 11 31 151 41 12si-25い。
助手

世話方

注:(1)は24の数字の上に 1と記入されてある。この点と合計が 117であることから25と判断した。
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108 (564) 経済学研究

表 9 共済会実績表 5 

hh 
人員

収 支 金 額

総 金 額

男|女!計 男 女 計

脱退給与金 8 8 95.00 95.00 

帰国旅費

死亡給与金 2 2 40.00 40.00 

会埋葬給与金

施療費 1049 43 1092 659.40 25.80 685.20 
支 (1) 

療養給与金 156 4 160 1480.90 39.55 1520.45 

出産給与金 30 18 48 35.00 20.00 55.00 

災害給与金

出員 応召給与金 1 1 10.50 10.50 

入営給与金

其 他 64.00 

之 計 1246 2320.80 85.35 2470. 15 

死亡給与金 5 7 12 29.00 58.00 87.00 

家遺族給与金

剖l 送還実費

施療費 956 1490 2446 499.80 872.70 1372. 50 

族家族給与金 1 1 10.50 10.50 

計 962 1497 2459 539.30 930.70 1470.00 

A日. 計 1 22081 1叫 3叩860.101 1016おい940.15 
会 費| 2181.75 
会薬 価

収
手術料

員 其 他

計 2181.75 

入
家 薬 価

手術料

之族
其 f也

言十

部 会社補助 1500.00 

寄付 112.91 

其 他

l口斗 言十 3794.66 

収支差引 企145.49

前月繰越 5250.71 

翌月へ繰越 5105.22 

36-4 

備考:当月会員延人数， 104，284人，

当月会員々数， 3，651人，当月

受療人数， 稼働者1.092，家

族 2，446， 全受療良延人数，

稼働者6.852人，家族 13，725

人。

注:1) I収支金額」欄中， 最高，

最低，平均の各項目は省略し

た。この表のみ手書の表で，

しかも表題が記されていなか

ったが 10月分には記されて

おり， これを採用した。日付

も記されていなかったが， 史

料全体が一つにとじられてい

ること，繰越金が10月分にお

ける記載と一致していること

から 9月分であることは間違

L 、 tI:~、。

2) 史料では(1)は39.50. (2)は
1015.05となっていたが， 前
後から逆算して訂正した。な

お其他， 64円の男女別の記入
がないことに注意。



1987. 3 三菱美唄磁業所の労務統計モ1925年9月〉 小路 109 (565) 

表 10 採炭夫出戻事故調

大正14年9月分 6 

XL 
壱坑 弐坑 参坑 メι当4、 計

山 押 2 10 8 43 10 53 

崩 務 4 13 3 7 7 20 

瓦 斯 6 19 3 9 9 28 

負 傷 17 1 2 3 10 4 29 

病 気 6 64 7 14 15 45 28 123 

鎚組火稼 2 6 2 6 

道具不足 5 14 5 15 10 29 

稼働意志ナグ 1 6 2 4 20 56 23 66 

無断昇坑 10 35 4 8 4 12 18 55 

水ノタメ 1 3 1 3 2 6 

現場不明

二重繰込 1 3 1 3 

機械故障 1 3 1 3 

現場不準備 1 4 2 4 1 3 4 11 

其 他 1 1 

38 192 19 39 62 202 119 433 

一日平均 1.583 8 0.792 1.625 2.583 8.417 4.958 18.042 

注:1) r一日平均」はFイプ印刷された文字であるが，そのでに「作業日数」の書き込みが
ある。以下の数値は24日として計算されたものであるが，両者の意味が違うとする
と，これがどちらを示すのか不明である。また榔外には27日とした計算跡があり，こ
れによる数値も最初から 3つ目まで1.4， 7. 11， . 70と並記されてある。
2) r其他Jの合計人員欄は未記入であったが1を補った。
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注 r中途入退籍ヲ含マズ，朱記(ここでは括孤内数字)ハ鮮人ヲ示ス」とある。



1987. 3 三菱美唄磁業所の労務統計 (1925年9月〉 小路 111. (567) 

表 12 一日当及一人当出炭屯数調
大正14年9月 9 

よ71 一日当出

総屯数 公休日除算 | 
(1) (2) (3) 

64800.00 2492.307 2160.00 2.417 1.4528 1.6077 .87 .90 .62 
(4) (5) (6) 

48634. 10 1945.36 1621. 14 2.53 1.31 1.36 .81 .77 .51 

72300.00 2332.26 2677.78 2.45 1.48 1.67 1.03 .96 .65 

14年 9

13年 9
(7) 

10 

注:1) (1)~(6)の各数には点が付されていなかったが，前後と対照して点を付した。特に(1)は下 3 桁に付し
たが，これは千単位を示す点から考えてこのように判断した。なお千単位を示す点は紛らわしさを

避けるため省略した。

2) (7)の10月が大正14年の10月を示すのか，大正13年の10月を示すのかは史料の形式から明確には言え
ない。史料は 1~12月までの定裂の欄を無視してその上に(14. 9J. (13.9Jと付して記入したもの
と10月の欄に何も付さずに記入したものとからなっている。ただし，数値の比較と次の「賃金及物
価指数調」の記入初jからすると犬lE14年10月分であると考えるのが妥当と思われる。

表 13 坑夫負傷調

大正14年 9月 8 

¥¥¥J人数(員)I負傷人員|百分比
全鉱夫(稼動) 71708 214 0.30 

平均労働力 3477 214 6. 15 

鮮人(稼働) 5579 42 0.75 

鮮人平均労働力 393 42 10.69 

より1::1指夫JJ|指二Ifflff~ 格 |tf
9年 1 3.910 100 1.82 100 .611 100 

14年9 2.783 1.543 .444 73 
(1) 

10 2.647 68 1.554 85 .445 73 

13年 9 2.957 76 1.462 80 .450 74 

注:(1)の10月については表12注2)を参照。この表では
特に大正14年10月を指しているものと判断できる。

9 

14年9

13年 9
(1) 

10 

0

4

1ゐ

aa‘

q
L
n
4
Aリ

d
a
z
n
O
A
U
 

2

3

Z

 
注:1) 14年9月分は(14.9Jと付した欄には採炭夫費だけを記入して以下の項目には記入されていなかっ

た。 2段下げた定型欄の 3月に記入されてあるものをここでは掲載した。
2) (1)の10月については表12注2)を参照。

表 15-2 ー屯当労働費調σ占接労働費)
汗町扶助費i共済会費 l勤労賞与|募集費!貸金切捨|社宅費|医療費 i其 他| 計
14年 9

13年 9
(1) 

10 

.607 

.589 

.340 

注:(1)の10月については表12注2)を参照。
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~I 九高円凡円|七riTlT1 四高円子高円 1~~ F3 1 十周円|五同円 i 百語空きそI~
H
H
N
(印
白
∞
)

官罰

議
日
品
W

臣告

三割i

217 (4) I 237 (11) 150 (75)1206(102) 1 21 76 179(1) 234(16) 161(24) 157 (56) 194 (90) 1833 (379) 40. 71 (13. 52) 

女

坑 2 7 16 42 (1) 74 47 (2) 47 (3) 40 (9) 15 (4) 64 (3) 354 (22) 31. 83 (13. 41) 

14 9 (1) 1 24 (1) 20.74(10.00) 

1 7 16 16 (1) 14 (1) 7 15 (7) 13 (6) 58 (19) 147 (34) 29. 22 (7. 79) 

内
男 1 21 78 187(1) 240(4) 295(12) 324(17) 222(27) 211 (59) 249(106) 178 (85) 328(124) 2334 (435) 37.84(13.07) 

計 女 14 9 (1) 1 24 (1) 24. 62(10. 00) 

言十 1 21 78 187(1) 240(4) 295 (12) 1 324 (17) 1 222 (27) 1 225 (59) 258(107) 178 (85) 1329 (124) 2358 (436) 37. 70 (13. 06) 

運搬夫|男 2 11 59 85 (1) 25 (1) 8 (2) 10 (5) 6 (1) 4 (2) 210 (12) 42. 88 (14. 58) 

運転工|男 12 28 86 31 (1) 18 (4) 12 (4) 2 (1) 1 (1) 190 (11) 40.28(14.55) 

6 3 4 7 18 63 80 (3) 40 (5) 45 (5) 43 (7) 9 (2) 6 (5) 324 (27) 42. 19 (17. 59) 

2 7 28 92 109 (3) 76(12) 78 (40) 25 (20) 32 (29) 449 (104) 28.55 (9.38) 
雑

2 12 74 (16) 12 (10) 6 (4) 106 (30) 14. 92 (7. 67) 

1 19 (1) 21 (3) 25 (7) 5 (4) 1 72 (15) 24.28(12.00) 

3 46 (9) 4 (2) 1 (1) 54 (12) 16.29 (8.75) 

男 6 3 4 11 48 178 344 (4) 224(11) 168 (26) 1168 (63) 47 (28) 44 (37) 1245 (169) 38. 14(11. 63) 

計 女 2 15 120 (25) 16 (12) 7 (5) 160 (42) 15. 38 (7. 98) 

計 6 3 4 11 48 178 344 (4) 226(11) 183(26)1288 (88) 63 (40) 51 (42) 1405 (211) 35. 55 (10. 90) 

男 7 24 82 198(1) 288 (4) 1 473 (12) 1 668 (21) …倒「…〉 3579 (604) 37.67(12.67) 

j口" 計 女 2 I 29 1129 (26) 1 16 (12) I 8 (5) 184 (43) 16. 59 (8. 26) 

計 7 24 82 198(1) 288 (4) I 473 (12) 1 668 (21) 1 448 (38) I 408 (85) ;546 (195) 1241(125) 1380 (166) 3763 (647) 36. 90 (12. 36) 

計メL
日

h
w
h同

l
恥

手|吾 2 1 訂 2. 1 7 1 8 T 21 白石日 29(3)1 3 1 2一丁一 1 112ぺ4)1 44. 87(32.50) 
備考:選炭夫ノ増カニハ在籍人員増ニヨノレ 8月ヨリ。朱記(ここでは括孤内の数字)は中途入退籍者ヲ示ス(黒記中ユ含ム)。開撃失ノ平均所得/
減少ノ、臨時二他ノ業務ヲ右セノレモノ (3字不明〕に出稼セシト中途入退者ノ比較的多キニ図ノレ。

助
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算して(1)と(2)に補った。職業の分類はこれまでと違うものがあり，これまでの「選炭夫」の欄は「送炭夫」になっている。

1 

必

1

d
告38 。，“RU

噌

i

守
よno
 
。ο

守

'A
唱

i
噌
自
ム

内，

u
民
u
o
o
 

p
h
リ
ペ
川
噌
i

噌

E
A
f
ι

、

n
w
u
 
po 
n
G
 

0
0
 

噌
目
品家 事上の都合

其 他



H

H

A

F

(
印
吋
{
)
〉

主持

官有

中E

宝目

11 

勤続年数 年 齢 賃 金 配偶関係 住 居 家族関係 入籍原因 千

ーノ』、ーー・ 五十一一 四五五一一未二二未三五五有 無 社寄 同通 単 家 家以 家以家以 募 広 縁 志
職 業 一 計 分ケ ケ年年年年年十十 十 十十十円 円 円円 円円 円 族 族 族 族 故

月 2米未来未未年歳 歳 歳歳古来五 未手 未未 以 五 五 募米 未未 未 未未 十 一

満 満満満満満満満満 満 満満上満銭満満銭満満満上配 配 宅宿 居勤 身 人 人下人下人上 集 告 集 願 率

採 炭 夫 113!47 13115 31 1 11 2 1O! 110162 13 33 8135 67 36 16 142 111 1 1591 21 20 9 51170 41 21 195 672 

31 5 21 2 2 414 2 1 41 6 1 4 1 5 2 4 1 7 1 4 12 41 

11 1 1 1 11 1 3 11 212 1 1 2 3 3 10 

運 搬 夫 71 5 21 1 1 4 81 4 2 117 6 3 1 5 3 8 16 55 

機 械 夫 11 2 31 1 11 1 3 41 2 51 4 21 71 31 11 51 1 6 1 2 1 1 7 9 31 

工 作 夫 114 113 21 1 4 71 1 4 21 5 1 3: 9: 61 31 31 1 6 1 3 2 12 12 41 

1118 31 4 31 1 81 15 61 1 71 19 3 1 ;1 2;11~11 3 5 4 1! 10 31 17 30 103 
雑

1 11 1 1 11 1 3 11 2， 21 1 11 1 1 1 1 3 3 10 

男 31 1 1 3 4 2 2 7 2 1 1 2 7 9 31 
送炭夫

女 1 1 1 1 1 1 3 

別)業〈職表析分原因籍退18-2 表

出昔

句。
時、

年 齢 賃 金 配偶関係 住 居 家族関係 入籍原因 千

勤続年数 ー未 五未五以ー 一銭 ー 一銭 五 五 有 無 社 寄 同 通 単 家 家以 家以家以 募 広 縁 志 計 分

十 十十 十 十 円 円未 円 円未 円 円 円 族 族 族 族 故

未 五 米 五 未 未 以 五 五 募 率
歳満歳満歳満 歳満歳上満 十満 満 十満 満 満 上 配 配 宅 宿 居 勤 身 人 人下 人下人上 集 告 集 願

一ヶ月未満 41 40 38 13 8 26 115 25 105 11 115 61 10 5 51 98 81 35 141 486 

六ヶ月未満 14! 36 18 7 141 18 18 14 3 10 64 18 46 56 31 12 3 63 11 74 255 

一ヶ年未満 11 15 3 2 2 1 7 8 3 31 18 61 11 4 15 3 2 11 13 1 7 21 72 

二ヶ年未満 51 14 5 4 4 5 5 8 4 2 81 20: 11 8 8 11 16 2 4 3 31 12 21 14 28 97 

三ヶ年未満 2 5 5 3 1 3 3 6 2 1 1 12 41 13 1 2 3 7 5 1 7 9 16 55 

五ヶ年未満 1 3 1 1 2 2 1 1 5 1 1 1 1 3 2 2 4 6 21 

十ヶ年未満 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 7 

二十ヶ年未満 1 1 2i 1 1 2 2 2 7 
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(年齢別)

賃 金 配偶関係 住 居 家族関係 入籍原因
千

l銭llr「γγ1:1通ア|寸以F111志年 齢

来満円 五十円未満 i未円筒五十円未満満未円 満未円 上以円 配 配 宅 宿 居 勤 身 族一人族三人下族五人下
分

人上集告集願
率

二十歳未満
161111J 

15 11 11 27 1 2 3 31 14 36 1 

三十歳未満 221 191 331 461 22 11 38' 1151 10 97 14 21110 12 23 9 21 93 71 53 153 5 

四十歳未満 5 171 59¥ 20 46 10 56 9 5 31 68 21 6 76 2 

五十歳未満 41 71 51 51 3 
1:l!1: 

13 1 14 1 21 20 4 

五十歳以上 1 1 

表析分因原籍返表18-4
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配偶関係

有|無

配 l

一円未満

一円五十銭未満
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社 宅 14 37 21 8 19 7 54 80 276 
住
寄 宿 171 168 3 171 590 

居
向 居 36 7 4 25 36 124 

通 勤
ー~-副4

1 3 10 1 2 2 

単 身 173 4 35 212 731 
家
家族一人 3 1 5 9 31 

族
家族三人以下 8 1 28 37 128 

関

係
家族五人以下 11 5 6 22 76 

家族五人以上 1 9 10 34 

注:(1)~(8)の各計はこれまでの計(表18-1 参照)と違っているがそのままにした。伶)は 107 とあったが誤記と判断し訂正した。
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71 661 1201 284 47 601151 3 42 88 32 31122112110 
家事上ノ都
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11 101 121 28 
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おfi採炭夫 日役夫 雑 失 送炭夫 J日L 計
鮮人運搬夫 機械夫 工作夫

男 女 男 女 男 女 男 女 言十

退 籍 数 195 12 3 16 9 12 30 3 9 1 283 7 290 77 
平均労働力 1487 371 40 265 161 356 544 94 93 66 3277 200 3477 393 

一ヶ月移動率(%) 13.1 3.2 7.5 6.0 5.6 3.4 5.5 3.2 9.7 1.5 8.6 3.5 8.3 19.6 
一ヶ年移動率(劣) 157 38 90 72 67 41 66 38 116 18 103 42 100 235 

調率動移別職表20

注¥"送炭夫」は史料では「運搬夫」とあったが訂正した。なお10月分では「送炭夫」に訂正されてある。
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